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（一）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第二号            平成二十九年九月十五日 金曜日 

Ｈ
29
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
展
示 

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー

バ
ー
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
協
力 

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所

の
邦
字
新
聞
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

ハ
ワ
イ
や
北
米
で
発
行
さ
れ
た
邦
字
新
聞
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、
当
文
庫
所
蔵

資
料
四
七
タ
イ
ト
ル
、
約
五
三
〇
〇
カ
ッ
ト

を
提
供
し
ま
し
た
。
現
在
ア
メ
リ
カ
で
デ
ジ

タ
ル
化
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
順
次
公

開
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

邦
字
新
聞
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

（
日
本
語
・
英
語
）  

h
ttp

://h
o
jish

in
b
u
n
.h

o
o
v
er.o

rg
/ 

 

年二回発行 

昭
和
初
期
の
姿
を
職
人
の
手
で
再
現 

八
月
二
～
三
日
、
東
京
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
合
わ
せ
て
小
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

開
設
九
〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
外
骨
関
係
資
料
、

錦
絵
、
新
聞
な
ど
の
ほ
か
、
ち
り
ん
ち
り
ん
箱
、

新
聞
売
子
半
被
な
ど
も
展
示
し
ま
し
た
。 

雑
誌
、
テ
レ
ビ
へ
の
撮
影
協
力 

別
冊
太
陽
『
宮
武
外
骨
』
（
平
凡
社 

二
〇

一
七
年
四
月
発
行
）
と
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
『
映
像
'17

』
「
宮
武
外
骨
と
安
倍
政
治
～

権
力
の
嗤
い
方
」
（
八
月
二
十
七
日
（
日
）
関

西
地
区
放
送
）
に
撮
影
協
力
を
し
ま
し
た
。 

書
庫
内
の
外
骨
書
凾
を
撮
影
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン 

昨
年
十
月
六
日
に
搬
出
し
、
飛
騨
高
山
で
解
体
修
理
中
だ
っ
た
外
骨
書
凾
、
丸
テ
ー

ブ
ル
、
椅
子
三
脚
が
三
月
三
十
一
日
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
修
理
と
い
う
よ
り
も
復
元

と
言
っ
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

書
凾
の
扉
や
抽
斗
の
取
っ
手
な
ど
の
金
具
は
失
わ
れ
て
い
た
部
分
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
残
っ
た
金
具
そ
っ
く
り
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
扉
裏
の
カ
ー
テ
ン
も
プ
リ

ー
ツ
を
再
現
す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
製
の
布
を
取
り
寄
せ
て
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

外骨関係家具修理完了  

▲昭和初期の応接室の写真 

◀
修
復
さ
れ
た
丸
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子 

▶
書
凾
の
搬
入
（
中
村
充
飛
騨
産
業 

株
式
会
社 

東
日
本
営
業
所
所
長
） 

二
日
間
で
一
五
〇
名
ほ
ど
の
見
学
が
あ
り
、

教
科
書
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
憲
法
発
布
式

之
図
」
の
実
物
な
ど
の
資
料
を
熱
心
に
見
入
る

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
質
問
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

会場の応接室で展示を観る高校生たち 

書
凾
は
昭
和
四
年
竣
工
当
時
と
同
じ
く
大

書
庫
の
奥
に
搬
入
・
据
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
初
期
の
応
接
室
で
外
骨
が
使
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
も
美
し
く
よ
み

が
え
り
、
玄
関
ホ
ー
ル
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。 



  
（二）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第二号            平成二十九年九月十五日 金曜日 

中
性
紙
保
存
箱
に
収
納 

北
野
恒
富
展
に
出
陳 

明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
浮
世

絵
師
、
日
本
画
家
、
北
野
恒
富
の
回
顧
展
が

大
阪
、
島
根
、
千
葉
の
巡
回
展
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美

術
館
（
会
期
終
了
）
で
は
、
大
阪
初
の
大
回

顧
展
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
展
覧
会
に

『
大
阪
新
報
』
を
出
陳
し
ま
し
た
。
連
載
の

新
聞
小
説
に
恒
富
の
挿
絵
が
あ
り
ま
す
。

『
大
阪
新
報
』
の
原
紙
は
、
大
変
貴
重
な
資

料
で
あ
る
と
担
当
の
学
芸
員
さ
ん
が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

回
顧
展
は
、
現
在
島
根
県
立
石
見
美
術
館

で
九
月
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
の
ち
、
千
葉
市
美
術
館
で
十
一
月
三
日

～
十
二
月
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て 

現
在
、
学
内
の
建
物
耐
震
改
修
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
史
料
編
纂
所

と
明
治
文
庫
の
区
画
に
つ
い
て
も
工

事
が
予
定
さ
れ
、
平
成
三
十
一
年
夏

ご
ろ
か
ら
着
工
と
な
る
見
込
み
で

す
。
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
を

退
避
さ
せ
、
事
務
室
も
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
移
転
か
ら
再
開
準

備
ま
で
お
よ
そ
一
年
余
り
を
休
室
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
が
わ
か
り
次
第
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.m
e
iji. 

j.u
- 

to
k
y
o
.ac.jp

/in
d
ex

.h
tm

l

）
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 

耐震改修工事について 

樋
口
一
葉
と
錦
絵
展
に
出
陳 

樋
口
一
葉
生
誕
百
四
十
五
年
記
念
企
画
展

「
樋
口
一
葉
と
錦
絵
～
歌
川
派
の
浮
世
絵
師

楊
洲
周
延
が
描
い
た
「
別
れ
霜
」
挿
絵
と
錦
絵

の
世
界
～
」
（
会
期
終
了
）
に
『
東
京
絵
入
新

聞
付
録
「
日
本
寫
眞
間
毎
の
月
」
』
を
出
陳
し

ま
し
た
。 

こ
の
資
料
に
絵
師
・
楊
洲
周
延
の
横
顔
の
シ

ル
エ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
担
当
の
学
芸
員
さ

ん
に
よ
り
ま
す
と
、
楊
洲
周
延
は
ま
っ
た
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
肖
像
画
が
残
っ
て
お
ら
ず
、

非
常
に
め
ず
ら
し
い
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 

学
術
資
産
等
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

事
業
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化 

「
東
京
大
学
ビ
ジ
ョ
ン 

２
０
２
０
」
で
は
「
東

京
大
学
が
保
持
す
る
学
術
資
産
の
ア
ー
カ
イ

ブ
を
構
築
し
、
そ
の
公
開
と
活
用
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
学
術
の
多
様
性
を
支
え
る
基
盤
を 

強
化
す
る
」
こ
と
が
主
要
な
施
策
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
学
術
資
産
等
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
事
業
で
、
宮
武
外
骨
蒐
集
資
料
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
外
骨
の

資
料
収
集
旅
行
の
記
録
な
ど
対
象
資
料
の
リ

ス
ト
作
成
を
現
在
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
末
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
終
え
、
来
年
度
前

半
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

三
月
二
十
七
～
二
十
八
日
に
中
性
紙
保
存

箱
二
〇
〇
箱
余
の
納
品
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
少
し
で
も
良
い
状
態
で
保
存
す
る
た
め

に
、
古
い
箱
か
ら
出
し
た
資
料
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
し
て
か
ら
保
存
箱
に
収
納
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
六
月
に
二
百
三
十
三
箱
を
作
製

し
、
十
一
月
頃
に
二
百
四
十
四
箱
作
製
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
保
存
箱
は
ご
寄
附
に
よ
り

作
製
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

寄
附
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

赤
門
の
隣
に
あ
る
東
京
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
）
で
四
月
七

日
に
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
雑
貨
シ
リ
ー
ズ
三
点
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。 

 
明
治
文
庫
グ
ッ
ズ
、
発
売
中 

！ 

短
い
一
筆
箋
に
も
長
文
の
手
紙
に
も
使
え
ま

す
。
カ
バ
ー
は
風
呂
敷
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
と

し
、
便
箋
に
は
所
蔵
雑
誌
「
團
團
珍
聞
」
一

四
一
八
号
の
目
次
の
飾
り
罫
と
、
蔵
書
印
を

配
し
ま
し
た
。
大
切
な
方
や
親
し
い
方
へ
の

お
便
り
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

九
八
〇
円
（
税
込
） 

Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
ほ
か
、
東
京
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
内

の
Ｉ
Ｍ
Ｔ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ト
ア
で
も
発
売
中
で
す
。 

な
お
明
治
文
庫
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
の
一

部
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。 

◀
資
料
収
納
前
の
保
存
箱 

 

◆
蛇
腹
便
箋
レ
タ
ー
セ
ッ
ト 

 

便
箋
に
ミ
シ
ン
目
が
入
っ
て
い
る
の
で
、 

◀
資
料
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
様
子 

 

◆
超
撥
水
風
呂
敷 

 

 

明
治
文
庫
初
代
事
務
主
任
宮
武
外
骨
が
集

め
た
所
蔵
新
聞
等
の
題
字
や
蔵
書
印
を
配

し
、
活
字
の
大
平
原
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と

し
ま
し
た
。
鞄
に
一
枚
入
れ
て
お
く
と
、
サ

ブ
バ
ッ
グ
に
、
雨
避
け
カ
バ
ー
に
と
役
立
ち

ま
す
。
旅
行
の
際
に
も
便
利
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
五
〇
〇
円
（
税
込
） 

◆
イ
ン
テ
リ
ア
う
ち
わ 

 

 

使
わ
な
い
と
き
は
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も

楽
し
め
ま
す
。
扇
面
は
樹
脂
製
で
水
濡
れ
に

強
く
、
ダ
イ
カ
ス
ト
技
術
で
成
型
さ
れ
た
持

ち
手
は
、
程
よ
い
重
さ
で
す
。
錦
絵
の
憲
法

発
布
式
を
祝
う
女
性
と
尾
崎
行
雄
が
ロ
ン
ド

ン
か
ら
送
っ
た
書
簡
の
記
事
が
、
あ
な
た
に

明
治
の
風
を
送
り
ま
す
。 

 

二
七
〇
〇
円
（
税
込
） 

 

http://www.meiji/

